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第 ５ 章 排水施設の設計 

 

 

 

 

5.1 表面排水 

5.1.1 集水範囲 

 

＜第 ５ 章 共通事項＞ 

(1) 第 ２ 章の共通事項に準じる。 

 

 

 

 

a)現況計画平面図等を用いて、表面排水により排水する集水

範囲を示す。 

b)集水範囲を地形条件・道路計画勾配等によって区分し、側

溝による排水と横断暗渠工による排水とに分ける。 

 

第 ５ 章 排水施設の設計 

（例）    農道の設計において、排水を適切に行うことは農道の保全上、また交通の安全性を確保する面でも非常に重要で

ある。農道の排水施設は、表面排水工、地下排水工、法面排水工に分けることができ、それぞれの施設について検

討をおこなうこととする。 

 

5.1 表面排水 

5.1.1 集水範囲 

（例）      S=1:2,000 及び S=1:5,000 の流域図より、プラニメーターで流域面積を測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           図-○.○ 排水路工流域図(その１) 
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5.1.2 雨水流出量の計算 

(1)計算手順 

 

a)雨水流出量の計算方法・手順・計算式をフローなどを用い

て記述する。 

 

5.1.2 雨水流出量の計算 

(1)計算手順 

（例）      雨水流出量の計算は下図のフローに従って検討を行う。 
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図-○.○ 雨水流出量の算定手順 

集水域の設定 

集水面積    A 
流出係数の算定 f 

側溝等 
洪水到達時間が 10分以下の路面・ 
小規模法面を対象にした側溝等、 
一般の道路排水施設 

道路横断工 
長大な自然斜面から流出する水
を排水する道路横断排水施設
等、重要な排水施設 

流路長の設定 

洪水到達時間の算定 
1)角屋・福島式 
2)流入＋流下 
 流入：ルチハ式、カーベイ式 
 流下：マニング式、クラーベン式 

洪水到達時間 
10分以内は 10分とする 

降雨確率年の設定 
計画交通量         降雨確率年 
4000台以上       10年 
4000台未満～500台以上    7年 
500台未満         5年 

既存の降雨強度式
がある 

当該地点近傍の観測
所等における確率降
雨強度式を採用する 

特性係数法により 
Ｎ値確率降雨強度式
を算定する。 

合理式による流出量の算出 

( )smArfQ /
6.3

1 3••=

降雨確率年 3年 

標準降雨強度図の利用 
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(2)流出量の計算式 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)降雨確率年の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)降雨強度 

 

b)計算に必要な降雨確率年・降雨強度・流出係数・洪水到達

時間について､算出根拠･出典等を整理し分かり易く提示す

る。 

c)5.1.1 集水範囲について、地表面の種類毎に面積を算出･集

計する。 

d)計算結果を整理して記述する。必要に応じて排水系統模式

図を添付する。 

 

(2)流出量の計算式 

（例）      計画排水量(ピーク流出量)は合理式により算定する。                         (設計基準『農道』P○○) 

     

Q  ： 流出流量 (m3/s) 

f  ： 流出係数 

r  ： 洪水到達時間内降雨強度 (mm/h) 

A  ： 流域面積 (km２) 

 

 

(3)降雨確率年の決定 

（例）      設計基準『農道』P○○より、道路側溝の排水量は、1/3年確率降雨強度による。道路横断工およびシュート工

は、1/5年確率降雨強度とする。 

 

計 画 交 通 量 降 雨 確 率 年 

     ( イ )      ( ロ ) 

          4000 以上   

３ 

           １０ 

4000 未満    1500 以上 ７ 

    1500 未満        500 以上 

   500 未満       ５ 

 

           ( イ )は、路面や小規模な法面など、一般の道路排水施設に適用する。 

           ( ロ )は、長大な自然斜面から流出する水を排除する道路横断排水施設など、重要な排水施設に 

           適用する。 

 

(4)降雨強度 

（例）      降雨強度は、○○県土木部「○○技術基準」より、下記とする。 

 

      対象降雨強度      1/3年確率     r=○○○.○／(T○.○○＋○.○)    道路側溝 

          1/5年確率     r=○○○.○／(T○.○○＋○.○)    道路横断工およびシュート工 

1/30年確率    r=○○○.○／(T○.○○＋○.○)    砂防河川横断工 

 

Arf1/3.6Q ×××=
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(5)集水面積 

 

 (5)集水面積 

（例） 

表-○.○ 集水面積集計表 

項 目 流域面積(ha) 集水面積(ha) 

流域番号 水路形式 山 地 開拓地 集水域番号 山 地 開拓地 合 計 

1 -1 側溝 2.05 0.27 1 2.05 0.27 2.32 

 -2 管渠工 － － 1,2 2.05 0.27 2.32 

 -3 側溝 － 0.17 3 － 0.17 0.17 

合計 既設水路 2.05 0.44 1～3 2.05 0.44 2.49 

2 -1 側溝 － 0.19 1 － 0.19 0.19 

 -2 管渠工 － － 1,2 － 0.19 0.19 

 -3 側溝 － 0.09 3 － 0.09 0.09 

 -4 シュート工 － － 1～4 － 0.28 0.28 

合計 ため池放流 － 0.28 〃 － 0.28 0.28 

3 -1 側溝 0.24 0.03 1 0.24 0.03 0.27 

 -2 法面縦排水 － 0.03 1,2 0.24 0.06 0.30 

 -3 管理道横断溝 － － 1～3 0.24 0.06 0.30 

 -4 管理道側溝 0.80 0.01 4 0.80 0.01 0.81 

 -5 管理道側溝 － 0.01 1～5 1.04 0.08 1.12 

合計 砂防河川に放流 1.04 0.08 〃 1.04 0.08 1.12 

4 -1 側溝 － 0.01 1 － 0.01 0.01 

 -2 側溝 － 0.01 2 － 0.01 0.01 

 -3 管渠工 － － 2,3 － 0.01 0.01 

 -4 側溝 － 0.01 1～4 － 0.03 0.03 

 -5 法面縦排水 0.01 0.01 1～5 0.01 0.04 0.05 

 -6 法尻水路 － － 1～6 0.01 0.04 0.05 

合計 砂防河川に放流 0.01 0.04 〃 0.01 0.04 0.05 

5 -1 側溝 0.27 0.11 1 0.27 0.11 0.38 

 -2 山際水路 0.98 0.08 2 0.98 0.08 1.06 

 -3 管渠工 － － 1～3 1.25 0.19 1.44 

 -4 シュート工 － － 1～4 1.25 0.19 1.44 

 -5 法尻水路 － 0.01 1～5 1.25 0.20 1.45 

 -6 法面縦排水 0.05 0.11 6 0.05 0.11 0.16 

 -7 法尻水路 － 0.01 1～7 1.30 0.31 1.61 

合計 既存土水路に放流 1.30 0.31 〃 1.30 0.31 1.61 
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(6)流出係数 

 

 

 

 

(7)洪水到達時間 

 

 (6)流出係数                                    (設計基準『農道』P○○) 

（例）        造成地 ： f = 0.8 

山 地 ： f = 0.6 

平 地 ： f = 0.5 

水 田 ： f = 0.7 

 (7)洪水到達時間                                (設計基準『農道』P○○) 

（例）      洪水到達時間は、角屋、福島式により求める。 

 

              tp：洪水到達時間 (min) 

        A：流域面積 (ha) 

              re：洪水到達時間内の平均有効降雨強度 (mm/h) 

               c：土地利用形態に応じて異なる係数 

            自 然 状 態：c = 250 ～ 350 ≒ 300 

            放牧地(造成地)：c = 190 ～ 210 ≒ 200 

            水     田：c =               250 

      ただし、洪水到達時間が 10分以下となる場合は、t= 10分とする。       (設計基準『農道』P○○) 

 

35.022.0)100/( −= reActp ・・
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 (8)計算結果 

 

 (8)計算結果 

（例） 

表-○.○ 流量計算表 
項 目 流 域 面 積 

(ha) 
集 水 面 積(ha) 流 量 算 定 

流 域 
番 号 水 路 形 式 山地 

開
拓
地 

集水
域 
番号 

山地 
開
拓
地 

合計 
平均
流出
係数 

平均土地
利用形態 
係数 

確
率
年
数 

降雨 
強度 
re 

(mm/h) 

洪水到
達時間 
T(min) 

計画
流量 

備
考 

1 -1 側溝 2.05 0.27 1 2.05 0.27 2.32 0.62 288.00 3 43.695 39.656 0.175  

 -2 管渠工 － － 1,2 2.05 0.27 2.32 0.62 288.00 5 50.693 37.647 0.203  

 -3 側溝 － 0.17 3 － 0.17 0.17 0.80 200.00 3 85.318 11.215 0.032  

合計 既設水路 2.05 0.44 1～3 2.05 0.44 2.49 0.64 282.00 3 44.206 38.845 0.196  

2 -1 側溝 － 0.19 1 － 0.19 0.19 0.80 200.00 3 84.090 11.551 0.036  

 -2 管渠工 － － 1,2 － 0.19 0.19 0.80 200.00 5 96.709 10.999 0.041  

 -3 側溝 － 0.09 3 － 0.09 0.09 0.80 200.00 3 92.563 9.476 0.019  

 -4 シュート工 － － 1～4 － 0.28 0.28 0.80 200.00 5 91.892 12.195 0.057  

合計 ため池放流 － 0.28 〃 － 0.28 0.28 0.80 200.00 3 79.894 12.807 0.050  

3 -1 側溝 0.24 0.03 1 0.24 0.03 0.27 0.62 289.00 3 60.143 22.169 0.028  

 -2 法面縦排水 － 0.03 1,2 0.24 0.06 0.30 0.64 280.00 3 60.920 21.642 0.032  

 -3 管理道横断溝 － － 1～3 0.24 0.06 0.30 0.64 280.00 5 70.239 20.590 0.037  

 -4 管理道側溝 0.80 0.01 4 0.80 0.01 0.81 0.60 299.00 3 49.593 31.607 0.067  

 -5 管理道側溝 － 0.01 1～5 1.04 0.08 1.12 0.61 293.00 3 48.074 33.432 0.091  

合計 砂防河川に放流 1.04 0.08 〃 1.04 0.08 1.12 0.61 293.00 3 48.074 33.432 0.091  

4 -1 側溝 － 0.01 1 － 0.01 0.01 0.80 200.00 3 90.206 10.000 0.002  

 -2 側溝 － 0.01 2 － 0.01 0.01 0.80 200.00 3 90.206 10.000 0.002  

 -3 管渠工 － － 2,3 － 0.01 0.01 0.80 200.00 5 101.315 10.000 0.002  

 -4 側溝 － 0.01 1～4 － 0.03 0.03 0.80 200.00 3 90.206 10.000 0.006  

 -5 法面縦排水 0.01 0.01 1～5 0.01 0.04 0.05 0.76 220.00 3 90.206 10.000 0.010  

 -6 法尻水路 － － 1～6 0.01 0.04 0.05 0.76 220.00 3 93.418 9.295 0.010  

合計 砂防河川に放流 0.01 0.04 〃 0.01 0.04 0.05 0.76 220.00 3 93.418 9.295 0.010  

5 -1 側溝 0.27 0.11 1 0.27 0.11 0.38 0.66 271.00 3 60.579 21.871 0.042  

 -2 山際水路 0.98 0.08 2 0.98 0.08 1.06 0.62 292.00 3 48.782 32.563 0.089  

 -3 管渠工 － － 1～3 1.25 0.19 1.44 0.63 287.00 5 54.787 32.690 0.138  

 -4 シュート工 － － 1～4 1.25 0.19 1.44 0.63 287.00 5 54.787 32.690 0.138  

 -5 法尻水路 － 0.01 1～5 1.25 0.20 1.45 0.63 287.00 3 47.282 34.446 0.120  

 -6 法面縦排水 0.05 0.11 6 0.05 0.11 0.16 0.74 231.00 3 77.583 13.579 0.026  

 -7 法尻水路 － 0.01 1～7 1.30 0.31 1.61 0.64 281.00 3 47.375 34.324 0.136  

合計 既存土水路に放流 1.30 0.31 〃 1.30 0.31 1.61 0.64 281.00 3 47.375 34.324 0.136  
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5.1.3 表面排水溝の構造 

(1)側溝 

 

 

a)使用条件・流出量・道路計画勾配等により、使用する側溝

の構造（素掘り、L形、U形、円形、アスカーブ、その他）

を決定した根拠を述べその範囲を示す。 

b)水理計算により、側溝の各断面寸法毎の通水能力を示し、

断面決定の根拠を記述する。 

 

5.1.3 表面排水溝の構造 

(1)側溝 

（例）        a.流量公式                               (設計基準『農道』P○○) 

単一断面の流量計算はマンニング公式により算定する。  

 

 

Q : 流量(m3/s) 

A : 通水断面(m2) 

V : 平均流速(m/s) 

n : 粗度係数 

I : 動水勾配 

R : 径深 A/P 

P : 潤辺(m) 

b.粗度係数                               (設計基準『農道』P○○) 

マンニングの平均流速公式における粗度係数は次の値とする。 

           コンクリート 2次製品水路 0.014 

           現場打ちコンクリート水路 0.015 

           塩化ビニール管      0.012 

 

C.許容流速                               (設計基準『○○』P○○) 

・最小流速 

O.45m/s以上を確保する。 

・最大流速 

排水路の許容最大流速は次の通りとする。 

 

 

 

注)道路専用の排水側溝は、最大許容流速の限界値を設けないものとする。(○○標準設計 p.○○) 

 

種        別 流速(m/s) 備    考 

コンクリート 2次製品水路 3.OO 特別の場合 3.50 

3/22/1/1 RInV
VAQ

××=

= ・
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(2)道路横断暗渠工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

a)道路下を横断して設置する水路用暗渠の必要性について述

べる。 

b)水理条件、流出量、場合によっては在来水路の断面等に基

づき暗渠の断面を決定し、その算出根拠を記述する。 

 

d.余裕高 

鉄筋コンクリート U形の場合の余裕高は、以下とする。(設計基準『農道』P○○) 

U-300B     70mm 

U-360B     80mm 

U-450      90mm 

U-600     100mm 

 

シュート工,横断工 

D ≧ 0.60m    Fb = 0.2D (8 割水深) 

ただし、D-d ≧ 0.30m (最低 0.30m) 

D ＜ 0.60m    Fb = D/2 

d:限界水深(m) 

e.断面決定 

側溝の断面決定に当たっては、流積に対して 20％以上の余裕をみる。(設計基準『農道』P○○) 

道路横断暗渠工、シュート工は、下表より決定する。 

hc―Vc―Qc計算表 

項目 

内径 
HＣ(m) r(m) θ(RAD) VＣ(m/s) QＣ(m

３/s) 

300mm 0.150 0.150 1.5707 1.074 0.038 

350 0.175 0.175 1.5707 1.161 0.056 

400 0.200 0.200 1.5707 1.241 0.078 

450 0.225 0.225 1.5707 1.316 0.105 

500 0.250 0.250 1.5707 1.387 0.136 

600 0.300 0.300 1.5707 1.520 0.215 

800 0.500 0.400 1.8235 2.045 0.676 

1,000 0.700 0.500 1.9823 2.506 1.472 

1,200 0.900 0.600 2.0944 2.929 2.665 

 

(2)道路横断暗渠工 

（例）        道路側溝より道路を横断して排水する場合および地形的に側溝を道路の反対側へ移動させる必要がある場合に 

       用いる。 

横断暗渠工 

最小断面   :  幹線道路 60 ㎝（60×60） 

耕作道路 30 cm（30×30） (この場合前面にスクリーンを設ける。) 

管種の選定 :  ヒューム管 180°砂基礎  (土被りが 60㎝以上に摘要する。) 

コンクリート 360°固定基礎又は○○管 (土被り 60cm未満に摘要する。) 
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  経済比較 

経済比較は、○○管360゜巻立て（現場打ち）と○○管の2タイプについて行う。 

検討の結果を下表に示す。 

 

単位(円/10m) 

工種 ○○管360゜巻立て(幌場打) ○○管 備考 

工事原価 477,000 388,000  

比率 1.23 1.00  

 

          従って、○○管が安価となったため、土被り○○cm 未満の官許には○○管を使用する。 
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断面の決定                                               （その１） 

水 路 番 号 

設 計 条 件 計 画 流 量 
通水 

可能量 

(満水時) 

(m3/s) 

安 全 率 

F=Q2/Q1 

＞1.2 

備 考 
計画 

勾配 

Ｉ 

断面 

規格 

粗度 

係数 

ｎ 

水深 

h(m) 

流速 

V1 

(m/s) 

限界 

流速 

Vc 

(m/s) 

判 定 計画 

排水 

量 Q1 

(m3/s) 

V1＞ 

0.45 

V1＜ 

3.0 

1 -1 側溝 0.100 U-300B 0.014 0.161 4.011 1.232 ○ × 0.175 0.402 o.k  

 -2 管渠工 0.010 φ600  0.000     0.203 0.215 hc-Vc-Qc計算表より 

 -3 側溝 0.100 U-300B 0.014 0.049 2.469 0.690 ○ ○ 0.032 0.402 o.k  

合 計 既設水路 0.010 U-450 0.014 0.272 1.734 1.605 ○ ○ 0.196 0.380 o.k  

2 -1 側溝 0.095 U-300B 0.014 0.054 2.521 0.724 ○ ○ 0.036 0.392 o.k  

 -2 管渠工 0.055 φ600  0.000     0.041 0.215 hc-Vc-Qc計算表より 

 -3 側溝 0.095 U-300B 0.014 0.036 2.037 0.588 ○ ○ 0.019 0.392 o.k  

 -4 シュート工 0.685 φ400  0.000     0.057 0.078 hc-Vc-Qc計算表より 

合 計 ため池放流 0.234 U-300B 0.014 0.050 3.803 0.695 ○ × 0.050 0.615 o.k  

3 -1 側溝 0.095 U-300B 0.014 0.046 2.322 0.666 ○ ○ 0.028 0.392 o.k  

 -2 法面縦排水 0.333 U-300B 0.014 0.033 3.678 0.568 ○ × 0.032 0.734 o.k  

 -3 管理道横断溝 0.04 φ300B  0.000     0.037 0.215 hc-Vc-Qc計算表より 

 -4 管理道側溝 0.154 U-300B 0.014 0.070 3.614 0.821 ○ × 0.067 0.500 o.k  

 -5 管理道側溝 0.155 U-300B 0.014 0.086 3.967 0.910 ○ × 0.091 0.180 o.k  

合 計 砂防河川に放流 0.020 U-300B 0.014 0.180 1.858 1.300 ○ ○ 0.091 0.180 o.k  

4 -1 側溝 0.017 U-300B 0.014 0.015 0.521 0.379 ○ ○ 0.002 0.166 o.k  

 -2 側溝 0.017 U-300B 0.014 0.015 0.521 0.379 ○ ○ 0.002 0.166 o.k  

 -3 管渠工 0.007 φ600  0.000     0.002 0.215 hc-Vc-Qc計算表より 

 -4 側溝 0.005 U-300B 0.014 0.044 0.521 0.652 ○ ○ 0.006 0.090 o.k  

 -5 法面縦排水 0.500 U-300B 0.014 0.014 2.743 0.369 ○ ○ 0.010 0.899 o.k  

 -6 法尻水路 0.020 U-300B 0.014 0.039 0.980 0.614 ○ ○ 0.010 0.180 o.k  

合 計 砂防河川に放流 0.020 U-300B 0.014 0.039 0.980 0.614 ○ ○ 0.010 0.180 o.k  

5 -1 側溝 0.050 U-300B 0.014 0.075 2.126 0.847 ○ ○ 0.042 0.286 o.k  

 -2 山際水路 0.020 U-300B 0.014 0.177 1.849 1.290 ○ ○ 0.089 0.180 o.k  

 -3 管渠工 0.055 φ600  0.000     0.138 0.215 hc-Vc-Qc計算表より 

 -4 シュート工 0.335 φ600  0.000     0.138 0.215 hc-Vc-Qc計算表より 

 -5 法尻水路 0.015 U-300B 0.014 0.245 1.758 1.505 ○ ○ 0.119 0.156 o.k  

 -6 法面縦排水 0.556 U-300B 0.014 0.025 4.033 0.490 ○ × 0.026 0.948 o.k  

 -7 法尻水路 0.017 U-300B 0.014 0.258 1.899 1.544 ○ ○ 0.136 0.166 o.k  

合 計 既存土水路に放流 0.020 U-300B 0.014 0.243 2.026 1.500 ○ ○ 0.136 0.180 o.k  
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項    目 記   載   要   領 記   載   例 

5.2 地下排水 

5.2.1 排水量の算出 

(1)路体・路床の排水 

 

 

a)地下水・地形・地質等の調査資料を整理し、また、類似例

を利用するなどにより地下排水の必要性について記述す

る。 

b)排水量の計算条件、計算式、透水係数、影響範囲につい

て、算出根拠、出典等を明示する。 

 

5.2 地下排水 

5.2.1 排水量の算出 

(1)路体・路床の排水 

（例）      計画路線は、地形上の特性から隣接地から多量の浸透水が予想される。 

従って、路体・路床が常時高含水状況となり、強度の低下が懸念される。よって、地下排水施設の検討を行っ

た。 

排水量の算定は、次の該当ケースで算出する。 

1)不透水層の勾配が急な場合 

2)不透水層の勾配が緩い場合 

3)不透水層が深い場合 

4)被圧地下水による浸透流がある場合 

 

・1/10確率日雨量の算出                         (設計基準『農道』P○○) 

確率降雨強度式 r = ○○.○／(t ＋ ○○.○) × ○○ 

R10
60 = 55 mm/hrより 

β10'は確率日雨量と 1時間特性係数値の分布図より β10' = ○.○ 

R10
60  = β10' ・,R10

24／24 

R10
24 = 24 ・R10

60／β10' = 24 × ○○ × 1/○ = ○○○ mm/日 

 

・暗渠排水量の算出 

日雨量を基準とする方法により下式で、暗渠排水量を求めるものとする。(標準設計『農地造成』P○○) 

  

 

 

Ｑ ： 暗渠排水量 (ｌ/s.) 

ｑ ： 単位暗渠排水量 (ｌ/S.) 

Ｒ ： 計画日雨量 (㎜/d) 

Ｐ ： 地下浸透率 (=1-f)、f ： 流出率 

Ｎ ： 排除日数 (d) 

Ａ ： 流域面積 (ha) 

【事例】 

単位暗渠排水量の求め方 

R ：  日雨量は計画基準雨量（1/10年）を採用し、f流出率が大きい時は、排除日数を3

日程度に短縮して安全性をもたせる。 

計画基準雨量の40％を7日排除とした事例が多いが、30％を2日排除としている事

例もある。 

湧水箇所がある場合には湧水量を測定して、暗渠排水量に加算するものとする。 

qAQ
s.ha)86,400)(1//(N)10,000p(

・=
×××= Rq
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項    目 記   載   要   領 記   載   例 

(2)路盤の排水 

 

 

5.2.2 地下排水溝の構造 

(1)路側の地下排水溝 

 

 

 

 

a)地下水量、地形、条件等により、地下排水溝の構造を決定

した根拠を記述する。 

b)透水性、粒度配合等により、フィルター材料の選定根拠を

記述する。 

 

(2)路盤の排水 

（例）      路床の透水係数小さく、地下水位が路盤より高くなることが予想される箇所では、路盤排水を検討した。 

 

5.2.2 地下排水溝の構造 

(1)路側の地下排水溝 

（例）    地下排水溝は、地形・土質・地下水位などの条件を考慮し、埋設深を設定して周囲をフィルター材料で埋戻

し、有効管を布設する。 

暗渠排水管の選定例 

・水理計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・耐圧強度チェック 

許容ひずみ率を 5％とすると、○○-○○の許容垂直圧 P=6.6 tf/m2である（メーカ資料 図-○） 

今回土被りは 18mでその時の荷重は表-○（メーカ資料）P=○.○(土圧 P1) ＋ 0.1(P2) = 3.7 tf/m2

となり問題は無い。 

・施工断面 

施工断面は、下図の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      図-○.○ 施工断面図 
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メーカ資料　　粗度係数　　

000174.0s/m0086.0
12655.2)58/1(05.0)11.0/1(
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項    目 記   載   要   領 記   載   例 

(2)横断地下排水溝 

 

 

 

 

(3)遮断排水層 

 

 

 

(4)フィルター材料 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3  法面排水溝 

5.3.1 設置区間の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a)法面排水溝の設置区間・区間別構造形式等について、決定

根拠・内容を記述する。 

 

(2)横断地下排水溝 

（例）      横断地下排水工は、縦断方向に埋設する地下排水溝を補充する目的で設置する。 

設置ヶ所は、路体の切盛の変化点や地下水位の高い地山の切土部とする。 

設置地点 No.○○、No.○○、No.○○の計○○ヶ所とする。図-○○参照。 

 

(3)遮断排水層 

（例）      路床が不透水性の土質であり、地下水位が高い場合は路盤の選定材料によっては、遮断排水層を計画する。 

遮断排水層は、30cm程度以上の層厚の粒状材料とする。 

 

(4)フィルター材料 

（例）      フィルター材料は、以下の条件を満足すること。 

 

 

 

 

 

 

 

5.3  法面排水溝 

5.3.1 設置区間の決定 

（例）     法面排水工の設置区間は、降雨・地表面の状況・土質・地下水の状況および既存の排水系統を調査し、特に以

下の点に注意して設置区間を決定した。 

1)表面水が局部的に集中する箇所 

2)地山からの湧水や浸透水の多い箇所 

3)周辺の地下水状況 

4)排除する流末の状況 

・No.○○～No.○○ 地下水からの湧水による法面崩壊が予想されるため、クラッシャラン・有孔パイプ

による排水溝を設置する。（図面添記） 

 

＞２
有孔管の穴径

フィルター材料

＞５
路床土

　フィルター材料

＜５
路床土

フィルター材料

)D(
)(D)3

)(D
)(D)2

)(D
)(D)1

85

15

15

85

15
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項    目 記   載   要   領 記   載   例 

  ・法面排水 

a.法面排水(横) 

原則として全段に入れる。(小段傾斜は、施工時に行う。) 

規格 : BF-200 

勾配 : 1/100 

排水可能量 : Q = 0.016 m3/s (V = 0.956 m/s) 

排水可能面積 : A = 612 m2 (タルボット 1/10、流出係数 f=0.8、t=10分) 

排水可能最大延長 : L = 95 m (集水幅 6.4m(=1.8×3+1.0)  612/6.4 = 95.6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     図-○.○ 標準断面図 

 

b.法面排水(縦) 

設置位置 : 盛土の不等沈下等を考慮し、法面排水(横方向)集水範囲の中央部とする。 

規格 : U-300B (流域面積が 4800m2を越える場合は、規格の変更をする。) 

排水可能量 : 0.126 m3/s (V = 2.04 m/s) 

排水可能面積 : A = 4800 m2(タルボット 1/10、流出係数 f=0.8、t=10分) 

 

 

 

 

 

                     図-○.○ 標準断面図 
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  C.合流桝 

設置位置：法面小段に設ける。 

規  格：U-300Bの合流桝は、B型（900×600×700）とするが、排水量の1/4以下（Q = 0.03 m3/s、A = 1200 

m2）はA型（600×600×550）を採用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 模式図 

・法面暗渠（シート排水） 

a.横方向（吸水側） 

設置位置：盛土背面及び法面からの浸透水を排除するため、盛土法面小段の上部から3段目より下方の小段の全

てに設ける。 

規  格：ポリエチレンコルゲート有孔管φ50 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 法面暗渠（吸水） 

b.縦方向（排水側） 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 法面暗渠（排水） 

 

設置間隔 : ○○mを標準とする。 
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  ・インターセプター 

盛土 1,盛土 2（別紙盛土位置図参照）にはインターセプターを設置する。標準図を以下に示す。 
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項    目 記   載   要   領 記   載   例 

  盛土を行う谷の最深部には、地下排水暗渠を設ける。地下排水暗渠は盛土に先だって施工し、排水量、湧水

量、縦断勾配、土質等を考慮して排水効果が十分に発揮されるよう考慮した。 

 

1.基本事項 

(1)吸水管 

a.設置位置 

・谷部の最深部の最急勾配に設ける 

・谷地田のあるところでは谷の両側に設け、さらに段落ち部に連絡吸水管を設ける。 

・土被りは、○m以上とする。 

b.管種 

・ポリエチレンコルゲート（有孔管）  φ○○～○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 吸水管 

(2)集水管（○○○『○○○』P○○） 

・設置位置 

・吸水管の末端に設け、排水路に導く。 

b.管種 

・ポリエチレンコルゲート無孔管 

・最小断面は、φ○○○（合成樹脂管（耐圧型））とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 排水管 
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項    目 記   載   要   領 記   載   例 

  3ヶ所ある盛土の内、盛土1及び盛土2はレベル盛土区間が長く、谷も深いことからインターセプターを設け

て、盛土内の浸潤線を下げて、法面の安定化を図るものとした。 

レベル盛土区間は、十分な転圧が行われていなくルーズな状態にあることから、地表面からの浸透水により浸

潤線が高くなる嫌いがある。暗渠排水である程度排除できるが、基準では排除日数が2日で計画基準雨量（1/10

年確率）の30%を対象にしている。日雨量に対して2日排除であるため、一時的な冠水を許容していることにな

る。盛土内部で浸潤線がある程度高くなっても問題ないが、法面付近で浸潤線が高いと法面の崩壊につながる。 

以上のことからレベル盛土端部から盛土法先までの距離が長い盛土1と盛土2においてはインターセプターを設け

るものとした。 

地下暗渠排水工 

集水渠はインターセプターがない場合は、法先から8mまでを集水渠とする。インターセプターがある場所は、

排水塔設置の場合を適用しインターセプター設置より下流を集水渠とする。 

その場合、集水渠の管径は最小のφ○○○とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 地下暗渠排水工 

 

地下排水量の計算 

 

 

Q : 計画排水量(m3/s)                    粗度係数 n = 0.016 

R : 計画日雨量(㎜/日)  147.80  (1/10) 

P : 地下浸透率    山  地   0.40 

造成地   0.20  (計画通水深は管径の 70%とする。) 

N : 排除日数(日)           2.00 

A : 流域面積(ha) 

 

)000,1400,86/()000,10( ××××=
×=

NPRq
qAQ
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図-○.○ 地下排水工流域図 
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表-○.○ 吸水管の算定 

水路名 
流域 

番号 

流域面積(A) 

(ha) 

計画排水量 

Q 

(m３/s) 

動水勾配 

I 

 

必要断面 

φ 

(mm) 

流 速 

V 

(m/s) 

管 径 

φ 

(mm) 

備  考 

山 地 造成地 

APK-1 1 0.35 0.07 0.0013 1/4 38 1.566 50  

APK-2 2 0.82 0.01 0.0028 1/3 48 2.110 50  

APK-3 3 0.36 0.10 0.0014 1/4 39 1.590 50  

APK-4 2～4 1.23 0.17 0.0045 1/4 60 2.218 75  

APK-5 5 0.44 0.25 0.0019 1/5 46 1.585 50  

APK-6 6 1.21 0.33 0.0047 1/6 66 1.849 75  

APK-7 7 0.35 0.22 0.0016 1/6 44 1.406 50  

APK-8 8 0.14 0.07 0.0006 1/5 29 1.182 50  

APK-9 9 0.17 0.04 0.0007 1/4 29 1.312 50  

APK-10 10 0.04 0.13 0.0004 1/4 23 1.131 50  
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項    目 記   載   要   領 記   載   例 

  ◎集水管の算定 

                                 （○○○○P○○） 

ΣQ : 計画排水量(m3/s)      吸水管 + 排水管 

r : 管の半径(㎜) 

n : 粗度係数 = 0.016  (ポリエチレンコルゲート無孔管) 

I : 動水勾配 

α:  1.65696      (計画通水深は管径の 70%とする) 

β: 0.70541 

表-○.○ 計算結果一覧表 

水路名 
流域 

番号 

計画排水量 

(m３/s) 

動水勾配 

I 

 

必要断面 

φ 

(mm) 

流 速 

V 

(m/s) 

管 径 

φ 

(mm) 

備  考 

吸水管 排水管 

APS-1 1 0.0013  1/50 61 0.607 300  

APS-2 2～4 0.0045  1/50 96 0.825 300  

APS-3 5 0.0019  1/50 70 0.668 300  

APS-4 6 0.0047  1/50 98 0.835 300  

APS-5 7 0.0016  1/50 65 0.635 300  

APS-6 8 0.0006  1/50 45 0.499 300  

APS-7 9 0.0007  1/50 47 0.509 300  

APS-8 10 0.0004  1/50 37 0.439 300  
 

α×××=Σ 2/13/8/1 rrnQ
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項    目 記   載   要   領 記   載   例 

5.3.2 法面排水溝の構造 

(1)法肩排水溝 

 

 

 

 

 

(2)小段排水溝 

 

 

 

 

 

(3)縦排水溝 

 

a)法面排水溝の構造について記述する。 

 

5.3.2 法面排水溝の構造 

(1)法肩排水溝 

（例）   対象とする水量および法面の形状（地山を含めた全体を考慮）から、次の 3タイプを原則として採用する。 

1)素堀排水溝 

2)ソイルセメント排水溝 

3)鉄筋コンクリート U形溝 

 

(2)小段排水溝 

（例）    (1)と同様に次の 2タイプから原則採用する。ただし、縦断勾配は、道路の縦断と整合をとることとするが、

0.3％～5％程度とし、縦排水工により下段の排水施設に流下させる。 

1)ソイルセメント排水溝 

2)鉄筋コンクリート U形溝 

 

(3)縦排水溝 

（例）   縦排水溝は、法面に沿わせて設置するため、流速が大きく跳水することが多い。従って、適切な対策を講じてお

く必要があり、施工性・経済性および維持管理の容易さなどを考慮して、次のタイプの中から設置ヶ所に最適な工

法を選定する。 

1)鉄筋コンクリート U形溝（ソケット付を原則とする） 

2)鉄筋コンクリート管 

3)その他（コルゲートフリューム、コルゲートパイプ、石張水路など） 
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第 ６ 章 法面保護工の設計 

 

 

 

 

6.1 工法の選定 

 

＜第 ６ 章 共通事項＞ 

(1) 第 ２ 章の共通事項に準じる。 

 

 

 

a)工種選定に関して比較検討した経過・選定結果とその根拠

等を簡明に記述する。 

b)できる限りフロー図等を用いて説明する。 

c)比較検討結果は、一覧表などを用いて簡明に記述する。 

 

第 ６ 章 法面保護工の設計 

（例）     切土及び盛土法面の設計においては、すべり破壊、表層破壊及び侵食に対する安定性について検討を行う。 

また、法面の崩壊、落石等により交通に支障を及ぼす、あるいは道路の構造に損傷を与える恐れのある箇所につ

いては、法面保護工、落石対策工等の適切な施設を設置する。 

 

6.1 工法の選定 

（例）    法面保護工の工種選定に当たっては、土質、気象条件、経済性等から総合的に判断するものとする。 

盛土及び切土法面については、次頁工種の選定表より次のように決定した。 

表-○.○ 各法面保護工法選定結果 

切・盛 切土面・盛土材料土質 標準勾配 工 法 

切土 砂質土 1:1.0 種子吹き付け 

盛土 砂質土 1:1.8 草生むしろ張 

 

表-○.○ 切土法面の土質と工種 
地山の土質 工 種 

緩く締まった砂質土 
軟らかい粘性土 

1)植生工 

固く締まった砂質土、 
固い粘性土、粘土 

1)部分客土植生工 2)ブロック張工、法枠工（勾配 1割以上の場合） 
3)ブロック積工（勾配１割未満の場合） 

緩く締まった礫質土 
固く締まった礫質土 

1)植生工 2)法枠工（湧水個所合成繊維下張） 

砂 1)法枠工 2)湧水層には蛇かご、またはめくら溝 
軟岩 1 
（風化が進んでいるもの） 

1)植生袋工または種子吹付工（溝切客土併用）、網張工併用（小落石が 
見込まれる場合） 2)法枠工 3)ブロック張工 

軟岩 2 
1)網張工あるいは石止柵工（小落石） 2)落石覆工（大落石） 
3)ブロック積工 4)モルタル吹付 5)注入工（部分的な割目） 
6)ルーフボルト工（層状剥離防止） 7)根固工（不安定岩塊固定） 

割れ目のある硬岩 軟岩に準じる。 
風化のおそれのない岩 特に必要なし。 
各種の土質混合 安全側の工種で統一。異工種は小段・構造物部で取合せる。 

                                                                           (設計基準『農道』P○○) 

 

表-○.○ 盛土法面の土質と工種 

盛 土 材 料 土羽土を設ける場合 土羽土を設けない場合 

砂 植生工 法枠工 

砂質土 土羽工不要 植生工 

緩い粘質土 〃 植生工 

硬い粘質土 

（転圧後も塊状のまま残っているもの） 
植生工 植生工、ブロック張工、法枠工 

礫質土 植生工 ブロック張工、法枠工 

(設計基準『農道』P○○) 
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(設計基準『農道』P○○ 図-○.○ ○○○○ 切土法面における法面保護工選定のフロー図 引用) 
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(設計基準『農道』P○○ 図-○.○ ○○○○ 盛土法面における工法選定のフロー図 引用) 
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6.2 植生による法面保護工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3 構造物による法面保護工 

 

a)工法の内容・特徴等を簡潔に記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a)工法の内容・特徴及び構造計算の手法・結果等を簡潔に記

述する。 

 

6.2 植生による法面保護工 

（例）    表層から 5m以浅の土砂 1層は土砂化が進んでいることから植物の根の進入や保水性はまだ期待できるものと考え

られる。反面、表層から 5m以深の土砂 2層は密実で保水性・保肥性（栄養分）は低いものと考えられる。 

よって土砂 1層は表土層（基盤層）がある程度期待できるので種子吹き付けとする。土砂 2層は栄養分が乏しく、

密実であることから客土吹き付け 1cmとする。 

表-○.○ 植生工の種類と特徴 

工 種 施工方法 使用材料 補助材料 使用植物 
施工直
後の耐
侵食性 

適用地質条件 備 考 

種子散布工 

ポンプを用い
て散布厚 1cm
未満に吹付け
る 

種子、肥料、
水 、 木 質 繊
維、侵食防止
剤など 

ネット、金網
棚工、むしろ 

外来草種、在
来草種の一部 

小 

土 壌 硬 度
23mm 以下の
粘性土、27mm
以下の砂質土 

アスファルト乳剤養
生を行えば耐侵食性
が増加する。切土で
は追肥の必要がある 

客土吹付工 

モルタルガン
を用いて 1～
3cm 厚に吹付
ける 
アスファルト
乳剤養生など
を併用する 

土、種子、肥
料、水など 

金網、むしろ 草種全般木本
種子 

土壌成分が少
ない岩片、礫
などの割合が
多い土砂 

環境復元、法面の長
期安定に寄与する木
本類の導入工法に適
す 
外来草種主体の場合
は追肥の必要がある 

植生マット 

人力施工によ
る 

種子、肥料な
どを装着した
むしろなど 

目串、播土目
土 

草種全般木本
種子の一部 

大 

土砂、礫混じ
り土砂法面、
乾燥地、凍上
土質 

むしろの代わりに繊
維質フェルト状のも
のもある 

 

 

6.3 構造物による法面保護工 

（例）   植生による法面保護が適さない場合、表面水や湧水により侵食が著しいと予想される場合および土圧が作用する法

面には、構造物による法面保護工を検討する。 

 

1)工法の特徴と概要 

工法の特徴と概要を次表に示す。 
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  表-○.○ ○○○○ 

工 種 施 工 方 法 使 用 材 料 補 助 材 料 目 的 機 能 適 用 条 件 備 考 

モルタル及び 
コンクリート 

吹付工 

モルタルまたは
コンクリートを
モルタルガンで
吹付ける。 

モルタル 
(C:S=1:4～5) 
コンクリート 
(C:S:G=1:4:1 ～
2) 

金網 
アンカーピン 
水抜孔 

侵食風化防止 

抑制工 風化しやすい
岩。風化剥落す
る岩。将来不安
定になりやすい
土,土丹など植生
工が不適切な切
土法面。 

機械による短期
間施工,かつ,大
量処理ができる
ので経済性がよ
い。 

ブロック張工 

コンクリートブ
ロックを法面に
張付ける。 

コンクリートブ
ロック (間知ブ
ロック ,平板ブ
ロック)基礎材,
裏込め材 

水抜孔 抑制工 粘着力のない土
砂。崩れやすい
粘土。オーバー
プリッジの埋戻
し部。植生の適
用が不可能な場
所。 

一般に1:1.O以下
の緩勾配に適用
する。1:1.5より
急勾配は直高5m
以 下 に 適 用 す
る。 

石張工 

間知石,玉石,雑
石などの石材を
法 面 に 張 付 け
る。 

石(間知石,玉石,
雑石)基礎材,裏
込め材 

水抜孔 抑制工 玉石は直高3m以
下に適用する。 

コンクリート張
工 

現場打ちコンク
リートで法面を
被覆する。 

鉄筋コンクリ一
トまたは無筋コ
ンクリート,基礎
材 

金網 ,鉄筋アン
カーピン ,アン
カーバー水抜孔 

抑制工 節理の多い岩
盤。緩い崖すい
層。モルタル吹
付工。コンク
リートブロック
枠工で安定確保
が不可能な法
面。 

1:1.0程度は無筋
コンクリート。 
1:0.5程度は鉄筋
コンクリ一ト。 
岩盤内の表面水
浸入の防止。 

コンクリート 
ブロック枠工 

コンクリートブ
ロック法枠を使
用し,枠内を植生
や石張,ブロック
張で被覆する。 

コンクリートブ
ロック枠,基礎材 

アンカーピン,ア
ンカー杭,充填モ
ルタル,種肥土 

抑制工 湧水のある切土
法面,長大な切土
法面,植生工が不
可能な法面,また
は植生を行って
も,表層滑落する
法面。 

1:1.0以下の緩勾
配に適用する。 
凍上する法面は
適用不可能。緑
化基礎工にも使
用可能。 

柵工 

地中あるいは地
表に木杭を打ち,
柵を設置する。 

木杭,そだ,竹,
板 ,高分子材料
ネット 

鉄線,釘 法面表層部の崩
落防止 

抑制工 植生を行う切土,
盛土 ,法面 (土
砂)。 

植生が完成する
までの間の侵食
防 止 工 法 で あ
る。 

蛇かご工 
蛇かごを法面に
並べて法面を被
覆する。 

蛇かご,石材 木杭 法面表層部の・
崩壊防止 

抑制工 湧水処理,凍上防
止が必要な場所
に適用する。 

 

フトンかご工 

法尻にフトンか
ごを積んで法面
を被覆する。 

フトンかご,石材 フィルター材、
木杭 

ある程度の土圧
の作用する崩落
防止 

抑止工 高盛土法尻ある
いは湧水,凍上対
策が必要な場所
に適用する。 

 

現場打コンク 
リート枠工 

現 場 打 コ ン ク
リートによる法
枠 工 を 打 設 す
る。 

鉄筋コンクリ一
ト 
基礎コンクリ一
ト 

アンカーバーま
たはアンカー工 

長期の安定に不
安がある湧水を
伴う風化岩や長
大法面。節理亀
裂があり浮石を
止められない岩
盤等。 

抑制,抑止の両機
能を有し,目的に
より設計手法が
異なる。 
枠内は植生工や
コンクリート吹
付工。 

法面表層部の崩
落防止 

抑制工 

吹付法枠工 

法枠を吹付コン
クリートで作製
する。 
コアフレーム,フ
リーフレームに
大別される。 

コンクリート 
特殊型枠 

凹凸のある亀裂
の多い岩盤。あ
るいは早期に保
護する必要があ
る場所。 

抑制,抑止の両機
能をもつ基礎コ
ン ク リ 一 ト 不
要。 
施工性がよい。 

アンカー工 

法面に深く削孔
し,PCアンカー材
をグラウトで定
着し,法面の安定
を図る。 

PC鋼棒 
PC鋼線 
グラウト材 
シース 

土圧の作用によ
る崩落防止 

抑止工 岩盤に節理,亀裂
などがあり ,崩
落,剥落するおそ
れがある。 
硬岩または軟岩
で法面が比較的
締った土砂で斜
面崩壊のおそれ
がある場所。 

定着対象地盤に
より,ロックアン
カー,アースアン
カ一がある。 
現 場 打 コ ン ク
リート枠工,吹付
法枠工などの併
用工法として用
いられる。 
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      2)中詰工法の選定 

各種枠工法の中詰は、盛土法面・切土法面の区分、勾配および植生の有無を考慮し、○○工法を採用する。 

  

    3)枠工の設計 

枠工の設計は、次の基準事項について実施する。ただし、アンカー工を併用する場合は別途検討する。 

(1)スパン長 

(2)法枠高 

(3)設計荷重 

(4)横枠の検討 

(5)縦枠の検討 
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第 ７ 章 付帯構造物の設計 

 

 

 

7.1  擁壁 

7.1.1  擁壁形式の選定 

(1)設置の必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)規模・構造形式の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1.2  構造設計 

(1)設計条件 

 

＜第 ７ 章 共通事項＞ 

(1)第 ２ 章の共通事項に準じる。 

 

 

 

 

a)用地の制約や地形条件などにより、擁壁設置の必要性を整

理し記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

a)擁壁の規模・構造形式の決定に関する検討経過及び決定し

た内容を簡明に記述する。 

b)比較検討した事項は、一覧表などを用いて明示する。 

 

 

 

 

 

 

 

a)荷重条件・土質データ・材料の強度・計算手法等につい

て、それらの決定根拠を示して説明する。 

b)設計条件・設計計画に記述済みの事項は、その旨を記して

重複説明を避ける。 

 

第 ７ 章 付帯構造物の設計 

（例）      擁壁、暗渠（カルバート）等の道路付帯構造物の設計は、当該道路の規模、重要度、環境条件、経済性、安全

性を考慮し、設計を行った。 

 

7.1  擁壁 

7.1.1  擁壁形式の選定 

(1)設置の必要性 

（例）        幹線○号道路 NO.○○付近の既存のため池に一部盛土法面が覆う恐れがあるため、土留擁壁を設置する。 

現況勾配（1:○.○程度）が、急であるために、ため池に近づくにつれ計画（勾配 1:○.○）との高さが離れ

ていき、擁壁の壁高が高くなるため、道路肩に設置を行う。 

・ 設置区間 

No.○○ + ○○.○○ ～ No.○○ + ○○.○○   L = ○.○○ m 

・ 設置高さ 

最小 ○.○ m ～ 最大 ○.○ m 程度 

 

(2)規模・構造形式の決定 

（例）          現況の条件より、擁壁前面に勾配をつけるもの、つま先板がある逆T擁壁などは壁高が高くなる傾向にある 

ため対象外とし、また、壁高○.○m～○.○mの変化に対応可能なものとする。 

設計基準『○○』P○○ 表-○.○ ○○○○より、重力式擁壁とプレキャストL型擁壁が考えられる。 

一般的にHが○.○m程度になるとL型擁壁の方が安価となる。また、重力式擁壁は、擁体の自重が大きいの

で、基礎地盤が堅固な場所でなければならない。 

設置場所が斜面の上（堆積土の上）に設置することから、支持地盤はさらに深いものと考えられる。 

以上のことから、L型擁壁とする 

 

7.1.2  構造設計 

(1)設計条件 

（例）        ・浮力は考慮しない。 

・前面土砂は洗掘される恐れがあるので安全側にみて受動土圧は考慮しない。(設計基準『農道』P○○) 

・h＜8mであるから地震時の計算は行わない。(設計基準『農道』P○○) 

構造形式  ：  プレキャスト L型擁壁 

基礎    ：  直接基礎 

擁壁高さ  ：  最大高さの断面で計算する。 

根入れ高  ：  50cm以上 
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 (2)入力データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)計算結果 

 

a)設計計算に用いた値を、上記 a)の説明と一体的又は明確に

関連付けた一覧表等で明示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a)最終的に決定した断面について、モーメント・せん断力・

その他及び配筋計画等を略図等を用いて明示する。 

b)引張・圧縮・せん断・付着応力度等を明示するほか、斜引

張筋などが必要な場合は、その理由を説明する。 

c)安定計算結果は、計算条件と対比した一覧表を明示する。 

 

(2)入力データ 

（例）      上載荷重 

・タイプ１ ：  T-25より 10 (kN/m2)を見込む。 

土質 

・土質     ：  砂質土 

・単位体積重量 ：  19.0 (kN/m3) 

・内部摩擦角  ：  φ = 30.0° 

・粘着力    ：  ｃ = 0  (tf/m2) 

・許容地盤反力 ：  200  (kN/m2)  (添付資料 p.○○) 

・内部摩擦角    ：  φ = 30.0° 

・基礎底面の摩擦係数：μ = 0.6 

使用材料 

・鉄筋コンクリートの単位体積重量 ： Wc = 24.5 (kN/m3) 

・コンクリートの設計基準強度   ： σck = 30 (N/mm2) 

・コンクリートの許容曲げ圧縮応力度： σca = 10( N/mm2) 

・鉄筋の許容引張応力度      ： σsa = 160 (N/mm2) 

・コンクリートの許容せん断応力度 ： τa  = 0.45 (N/mm2) 

計算方法 

・試行くさび方法とする。 

計算断面 

(2.1)計算断面の寸法値は以下とする。 

計算番号 H(mm) T(mm) B(mm) 
1 1700 100 1300 
2 1800 100 1350 
3 1900 100 1400 
: : : : 
8 4000 130 2650 
9 5000 130 3250 

(3)計算結果 

（例） 
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7.1.3  基礎工 

 

 

 

〔基礎杭工の例〕 

7.1.3  杭基礎工 

(1)基礎杭工法の選定理由 

 

 

(2)杭長・杭種・間隔等の設

計 

 

＜7.1.3 共通事項＞ 

(1)基礎工の工種は多様なので、ここに示した基礎杭工の例を

参考にして、項目を適宜に設定して設計内容を簡明に記述

する。 

 

 

a)工法の比較･評価結果を一覧表等にまとめ、決定工法を採用

した根拠を簡明に記述する。 

 

a)基礎地質データとの関連を明確にして、設計条件及び設計

内容を簡明に記述する。 

b)設計結果を適用区間別等に一覧表で表示するのが望まし

い。 

 

7.1.3  基礎工 

 

 

 

〔基礎杭工の例〕 

7.1.3  杭基礎工 

(1)基礎杭工法の選定理由 

（例）      直接基礎では安定しないため杭基礎を採用するが、地盤条件、施工条件及び環境条件等を勘案し、設計基準『○

○』P○○ 表-○.○ ○○○○より、本構造物の杭基礎については○○基礎工法を採用する。 

(2)杭長・杭種・間隔等の設計 

（例）      以下の条件の基に設計を行うが、杭種・杭径により杭長及び杭間隔（本数）が変わるため、比較し決定する。 

1)地質条件  〔土質柱状図を添付〕 

水平震度○○ 

2)上載荷重   常時  鉛直荷重   ○○KN      地震時  鉛直荷重   ○○KN 

(単位スパン当り)   水平荷重   ○○KN           水平荷重   ○○KN 

モーメント  ○○KN･m           モーメント  ○○KN･m 

 

○○工法  杭種・杭径比較表         （単位スパン当り） 

杭種・杭径 ○○杭・φ○○mm ○○杭・φ○○mm ○○杭・φ○○mm  

杭 長 L=○○m L=○○m L=○○m  

杭 本 数 

(間隔) 

 

n=○○本 

横＠○○m 

縦＠○○m 

n=○○本 

横＠○○m 

縦＠○○m 

n=○○本 

横＠○○m 

縦＠○○m 

 

杭１本当り 

支 持 力 

 

○○KN/本 

 

○○KN/本 

 

○○KN/本 

 

経済性 

 基礎杭費 

 施 工 費 

   計 

 

○○○円 

○○○円 

○○○円 

 

○○○円 

○○○円 

○○○円 

 

○○○円 

○○○円 

○○○円 

 

 比 率 ○．○○ 1.00 ○．○○  

評 価 杭本数が多いため、

高価となる。 

最も経済的である。 杭の配置上で本数が

決定するため、高価

となる。 

 

判 定 ○ ◎ ×  

以上により、○○工法・○○杭・φ○○mm・L=○○mの杭基礎を採用する。 

3)杭の特性  PHC杭ヤング係数 4.0×104N/mm2 

4)杭の許容支持力に対する安全率(支持杭)  常時 3.0  地震時 2.0 
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7.1.4  付帯工 

 

 

 

 

 

7.2  カルバート 

― 7.1 に準じる ― 

(1)設置の必要性 

a)裏込工・水抜工・継目工・防護柵･その他のうち、設置個所

（区間）・構造等について上記の各項に準じて簡潔に記述す

る。 

 

 

 

＜7.2 共通事項＞ 

(1)7.1 に準じて記述する。 

 

7.1.4  付帯工 

（例）       1)継目工 

 現場打ち L型擁壁施工区間において、コンクリートの乾燥収縮及び温度変化による有害内部応力を吸収させ

るために伸縮継目（厚さ○○mm）を設ける。 

施工間隔は○mを標準とし、断面の変化部についても伸縮目地を設ける。 

 

7.2  カルバート 

 

(1)設置の必要性 

   No.○○ + ○○.○○に砂防指定河川である○○川を横断する。 

   したがって、横断箇所にカルバートを設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図-○.○ カルバート位置図 
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(2)規模・構造形式の決定  (2)規模・構造形式の決定 

(2-1)計画洪水量の算定 

a. 洪水量は以下の手順で算定した。 

                                 (○○○○『○○』P○○) 

 

 

Q:計画洪水流量(m3/s) 

Q':ラショナル式によって求めるピーク流量(m3/s) 

ここで、f:流出係数 

α:土砂混入率  10%    (砂防技術基準(案)P○○○より) 

r:洪水到達時間内  (※1の平均雨量強度(mm/hr) 

A:流域面積(㎞2) 

 

(※1)洪水到達時間は以下のクラーヘンの式より求める。     (砂防技術基準(案)P○○○) 

 

ここで、T ：洪水到達時間 

T0 ：洪水流入時間※2(sec) 

T1 ：洪水流下時間(※3(sec) 

(※2)T0:洪水流入時間 

流入時間は流入域によって（表-○.○ 流入時間一覧表）より決定する。 

ここで流入域とは、「降雨が水路に入るまでの時間」をいう。 

流入域の取り方は（図-○.○ 流域図）の面積A（流入域）をもって決定した。 

(※3)T1:洪水流下時間 

 

ここで、L：流路長(m) 

W：洪水流出速度(m/sec)        (表-○.○ 洪水流出速度一覧表) 

 

b. 主な設計条件 

・確 率 年 数：10年確率(横断工設置付近の現況河川の通水能力等から考え、W=1/10年確率とする。「砂防技 

術基準(案)」P○○○) 

・流 入 域：A=0.05㎞2(1/5000の平面図より河川の上流端と判断できる位置までとし、プラニメーターで面 

    積を計測した。) 

・流 路 長：L=333m  (1/5000の平面図より河川の上流端から横断地点までとし、プラニメーターで計測し 

た。) 

・降雨強度式：r=496.11/(TO.58+0.4605)(○○県土木建築部「砂防技術基準(案)」P○○) 

・土砂混入率：10%(砂防工事は50%完了している。砂防技術基準(案)P○○○) 

 

( )

Arf
6.3

1'Q

1'QQ

・・・=

α+×=

WLT /1 =

10 TTT +=



Ⅱ－３３８ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

  c.計算結果 

添付資料P○○の計算書を参照 

洪水到達時間：T=12min 

降雨強度(1/10)：r=105.9㎜/hr 

計 画 洪 水 量：Q=3.17m3/s 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 流域図 
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  (2-2)構造物の比較検討 

横断工の構造物としてはボックスカルバート工、テクスパン工、橋梁工の 3工法が考えられる。 

3工法について、経済性、施工性等の比較検討を行う。各工法の比較一覧を以下に示す。 

表-○.○ 比較検討表 
 1)ボックスカルバート工案 2)テクスパン工案 3)橋梁工案 

計画断面 

  3-1.河川横断部のみ橋梁 
L=15m 

3-2.盛土区間全体を橋梁と
する 

L=50m 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

設置位置 

 河川左岸側は、垂直に近
い壁状になっており、その
高さは 4～5mと高い。ボッ
クスカルバートの法面は、
その左岸側の地山にかから
ないことと、直線でボック
スカルバートを通すように
設置した。 

同 左 

 河川敷外に橋台を設置す
る。 

 地山上に橋台を設置す
る。盛土が発生しないた
め、土留工が不要となる。 

経済比較 
（直工） 

30,000 千円 
(1.00) 

40,000 千円 
(1.33) 

37,600 千円 
(1.26) 

60,000 千円 
(2.00) 

施 工 性 

 全て現場打ちとなるた
め、施工日数がかかる。 

 比較的施工が早い。 ・大型機械が必要である｡ 
・上部工架設のため 35t級
トラックレーンの進入路
が必要となる。 

 経済的に一番不利な工法
である。 

評 価 ◎ × △ × 

ボックスカルバート案、橋梁案、テクスパン案の中から、ボックスカルバート案を採用した理由は、経済性の他に以

下の理由からである。 

・地形地質状況 

現況河川は、現況河床勾配が1/20と急勾配であり、横断ヶ所の下流部には、約○m程度の滝がある。 

河床付近には一見岩が露出しているように見えるが、花崗岩の強風化岩で非常に脆い状態にある。特に左岸側は、

垂直に近い壁上の護岸になっており、崩落に危険の高い状態にある。また、右岸側においても軟弱なところは浸食

され、全体にミオ筋が安定していない状況にある。 

河床の安定が図れるボックスカルバート案が安全である。 

・施工工程 

別紙工程比較表からわかるように、橋梁案等は橋台ウィング工（Hmax=○m、幅=○m）が長大であるためその工事に

日数を要する。 

・全体の工程計画 

道路全体の工事工程の短縮化を図るためには、いち早くこの河川区間の工事を完了して、その上を残土処理の運搬

経路として確保しなければならない。ボックスカルバート案ではボックスカルバートの完成後すぐにその上を通過

できるが、橋梁案では、橋がすべて完了し、所定の計画高まで完成しなければ通過できない。 

以上よりボックスカルバート案を採用するものとする。 
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                      図-○.○ 柱状図 



Ⅱ－３４１ 

工 種 農 道    

項    目 記   載   要   領 記   載   例 

  (2-2)断面の決定 

カルバート内空断面は以下のように決定した。 

 

A.河川部 

河川部は、ボックス底版を河床にした流路工と同じ断面とする。(○○県「砂防技術基準(案)」P.○○○) 

 

B.管理道路 

流路工を管理するため、管理通路を設置する。 

管理業務が可能な幅○.○m,高さ○.○mの空間をとる規定から、管理通路幅B=○.○m、H=○.○mとした。

(○○県「砂防技術基準(案)」P.○○○) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ ボックスカルバート標準断面図 
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7.2.2  構造設計 

(1)設計条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)入力データ 

 7.2.2  構造設計 

(1)設計条件 

   構造設計の基準値は、「2.9.1 構造設計基準値」に示す。 

   これ以外の設計条件について下記に示す。 

a.土かぶり 

h=5.0m（舗装厚35㎝含む） 

b.温度変化の影響 

土かぶり50cm以上では、その周期的変化は著しく少なくなるので考慮しない。 

c.地震の影響 

一般には地震の影響は考慮しなくてよいので、本設計も考慮しない。 

d.剛域 

考慮しない。 

e.地下水位 

頂版まで考慮する。 

（ボックスカルバート左岸側は、地山と接近している。この間の盛土部分は、ウィング工により囲まれている

ため、地下水が抜けにくくなり、上昇する恐れがある。） 

 

(2)入力データ 

        (2.1)構造寸法図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 構造寸法図 

        (2.2)土圧係数 

 鉛直土圧 α 1.000 

水 
case-1 

(左)Ko 0.500 

平 (右)Ko 0.500 

土 
case-2 

(左)Ko 0.000 

圧 (右)Ko 0.000 
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          (2.3)水  位 

        外水位  4.250m 

        内水位  0.000m 

 

        (2.4)路面上載荷重(kN/m2) 

雪荷重 0.000 

歩道荷重 0.000 

その他 0.O00 

 

        (2.5)頂版に作用する温度荷重 

         T=0.0(℃)   (上昇) 

         T=0.0(℃)   (下降) 

 

        (2.6)鉄筋かぶり 

部 位 かぶり(cm) 部 位 かぶり(cm) 

頂版 上側 7.0 右側壁 外側 7.O 

下側 7.0 内側 7.0 

左側壁 外側 7.0 底版 上側 10.0 

内側 7.0 下側 10.0 

中 壁 7.0 ハンチ筋 7.0 

 

        (2.7)活荷重 

[T荷重(単軸)250(kN)] 

土かぶり   4.00m以上の場合、分布荷重強度 q=10.0(kN/m2) 

活荷重による地盤反力の低減 = 100.0(%) 

活荷重による水平土圧      考慮 

活荷重の低減係数  後輪β =  90(%) 

前輪β = 100(%) 

 

        (2.8)断面力計算条件 

1)剛域                    なし 

2)軸線外に作用する荷重    なし 

3)頂版・底版自重          部材厚のみ考慮 

4)浮力の考え方            軸線長 

5)活荷重分布作用位置      頂版天端 

6)底版自重                考慮する 
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(3)計算結果 

         (2.9)荷重の組合せ 

1)死荷重 

No 荷重名称 

1 地下水位有り 

2)活荷重 

No 荷重名称 

1 鉛直荷重 

2 水平荷重 

3)組合せ 

case 死荷重No 活荷重No 検討 

1 1 1 ○ 

2 1 2 ○ 

 

(3)計算結果 

 (3.1)断面力図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-○.○ 最大曲げモーメント図(kN・m)       図-○.○ 最大せん断力図(kN) 
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   (3.2)応力度計算結果 

a.曲げ応力度 

1)頂 版 

項 目 単 位 
左隅角部 支 間 部 右隅角部 

外側引張 内側引張 外側引張 

曲げモーメント M kN･m -108.2 73.5 -108.2 

軸 力 N kN 140.0 140.0 140.0 

部 材 幅 b cm 100.0 100.0 100.0 

部 材 高 h cm 40.0 40.0 40.0 

有 効 高 d cm 33.0 33.0 33.0 

外側鉄筋かぶり d1 cm 7.0 7.0 7.0 

内側鉄筋かぶり d2 cm 7.0 7.0 7.0 

必 要 鉄 筋 量 
外側 cm2 18.78 0.00 18.78 

内側 cm2 0.00 10.86 0.00 

使 用 鉄 筋 

外側 cm2 

D25@250 

D－@－ 

20.268 

D25@250 

D－@－ 

20.268 

D25@250 

D－@－ 

20.268 

内側 cm2 

D19@250 

D－@－ 

11.460 

D19@250 

D－@－ 

11.460 

D19@250 

D－@－ 

11.460 

中 立 軸 X cm 13.254 11.532 13.254 

応 力 度 
σc N/mm2 6.67 5.46 6.67 

σs N/mm2 149.18 152.34 149.18 

許 容 応 力 度 
σca N/mm2 8.00 8.00 8.00 

σsa N/mm2 160.00 160.00 160.00 

検 討 ケ ー ス － － 2 2 2 

※上表は、単鉄筋による曲げ応力度計算結果を示す。 
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  b. せん断応力度 

 

 

b=100.0(cm)  

 

部材 照査位置 
S 

(kN) 

d 

(cm) 

τm 

(N/mm2) 

τa 

(N/mm2) 

検討

ケース 

頂

版 

左隅角部 205.4 33.0 0.622 0.720 2 

左 τ 点 128.8 33.0 0.390 0.360 2 

右 τ 点 -128.8 33.0 0.390 0.360 2 

右隅角部 -205.4 33.0 0.622 0.720 2 

左

側

壁 

上角角部 -140.0 33.0 0.424 0.720 2 

上 τ 点 -99.7 33.0 0.302 0.360 2 

下 τ 点 112.6 33.0 0.341 0.360 3 

下隅角部 184.0 33.0 0.558 0.720 3 

右

側

壁 

上角角部 140.0 33.0 0.424 0.720 2 

上 τ 点 99.7 33.0 0.302 0.360 2 

下 τ 点 -112.6 33.0 0.341 0.360 3 

下隅角部 -184.0 33.0 0.558 0.720 3 

底

版 

左隅角部 -238.7 35.0 0.682 0.720 2 

左 τ 点 -144.3 35.0 0.412 0.360 2 

右 τ 点 144.3 35.0 0.412 0.360 2 

右隅角部 238.7 35.0 0.682 0.720 2 

注）τ点：せん断応力度照査位置 

 

ａ≦
・

τ=τ
db

Sm
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  c.主鉄筋定着位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d.隅角部（負の曲げモーメント） 

隅角部の主鉄筋の定着位置は、曲げモーメントが零となる位置（変曲点）または、主鉄筋の配筋量が計算上不要

となる位置（抵抗曲げモーメントと設計曲げモーメントとの交点）から、各々の定着長を加えた長さのうち、大き

い方とする。 

 単 

位 

頂 版 左側壁 右側壁 底 版 

左端 右端 上端 下端 上端 下端 左端 右端 

主鉄筋径 mm D25 D25 D25 D25 D25 D25 D25 D25 

ピ ッ チ ㎜ @500 @500 @500 @500 @500 @500 @500 @500 

(鉄筋径) ㎜ (D25) (D25) (D25) (D25) (D25) (D25) (D25) (D25) 

1)Lo cm 67.9 67.9 98.5 91.1 98.5 91.1 65.8 65.8 

2)L/16 cm 22.1 22.1 23.9 23.9 23.9 23.9 22.1 22.1 

3)d cm 33.0 33.0 33.0 33.0 33.0 33.0 35.0 35.0 

1)+2) cm 90.1 90.1 122.4 115.0 122.4 115.0 87.9 87.9 

1)+3) cm 100.9 100.9 131.5 124.1 131.5 124.1 100.8 100.8 

4)Lm cm 39.6 39.6 41.2 44.5 41.2 44.5 36.8 36.8 

5)Lap cm 87.5 87.5 87.5 87.5 87.5 87.5 87.5 87.5 

4)+3)+5) cm 160.1 160.1 161.7 165.0 161.7 165.0 159.3 159.3 

定着位置 cm 160.1 160.1 161.7 165.0 161.7 165.0 159.3 159.3 

Lo：隅角部格点から変曲点までの距離 

L/16：隅角部格点間距離の1/16 

d：部材の有効高 

Lm：隅角部格点から抵抗曲げモーメントと設計曲げモーメントとの交点までの距離 

Lap：定着鉄筋の定着長 ( )の鉄筋 

定着位置:1)+2)、1)+3)、4)+3)+5)のうちの最大値（Lm にはモーメントシフト分を含む） 
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第 ８ 章 安全施設、管理施設の

設計 

 

 

 

 

8.1 安全施設の設計 

8.1.1 安全施設の必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.1.2 防護柵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.1.3 照明施設 

 

＜第 ８ 章 共通事項＞ 

第 ２ 章の共通事項に準じるほか、下記に留意すること。 

(1) 各施設の必要性・位置・構造等に関する検討経過及び決定

内容を簡明に記述する。 

(2) 比較検討した事項及び設計内容等は、一覧表などを用いて

明示する。 

 

第 ８ 章 安全施設、管理施設の設計 

（例）     農道における交通事故発生件数は、延長当りに換算すると一般国道と比較して少ない数値になっているが、事故

死亡率は逆に高くなっている。これは、ひとたび事故が発生すると重大事故に繋がることを意味する。 

農道はその立地条件によって、一般車交通の少ないものと、国道や県道等から流入してくる一般車両交通の多い

ものとがあるが、それぞれの実体に合わせた安全対策を行う。 

 

8.1 安全施設の設計 

8.1.1 安全施設の必要性 

（例）      安全対策として、防護柵、照明施設、道路反射鏡を設置する。施設の必要な箇所を下表に整理する。 

表-○.○ 安全対策 

項 目 防護柵 照明施設 道路反射鏡 … 

必要性 ・盛土高 H=○○m を超

える箇所 

・曲線部の外側 

・排水路横断箇所 

・○○○○ 

・横断歩道箇所 

・○○○○ 

・視距が基準以下とな

る単路部 

・○○○○ 

 

8.1.2 防護柵 

（例）      柵形式は、ガードケーブルを原則とし、その構造上両端 30m程度は張力を期待できないため、延長の短い区間

（おおむね 70m以下程度）にはガードレールを用いるものとする。なお、道路規格より C種を使用する。曲線半径

の大きさに対する支柱間隔は以下により決定した。 

表-○.○ 防護柵 

支柱間隔 3m 4m 5m 6m 

 

道路半径 

(R) 

A種 ― 120以上～200m未満 200以上～300m未満 300m以上 

B種 60m未満 60以上～100m未満 100以上～200m未満 200m以上 

C種 50m未満 50以上～80m未満 80以上～150m未満 150m以上 

 

8.1.3 照明施設 

（例）      横断歩道に局部照明施設を設置する。 

横断歩道の照明は、自動車の運転手が横断歩道の存在を知り、そこを横断中の歩行者や、横断しようとして歩道

の縁石、あるいは道端に立っている歩行者がよく見えることが大切である。 

照明施設の方式は設計基準『農道』P○○に準じて計画を行う。 

     形式 

      照明方式  ポール照明方式        (設計基準『○○』P○○) 

      光源    低圧ナトリウムランプ     (設計基準『○○』P○○ 表-○.○ ○○○○) 

       ：       ：               ： 
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8.1.4 道路反射鏡 

 

 8.1.4 道路反射鏡 

（例）    前方から来る車両を制動停止視距以前で確認するため、道路反射鏡を設置する。 

   必要箇所の検討 

設計速度は○○km/hであるため、設計基準『農道』P○○より、単路部において道路反射鏡が必要な場所は、視距

が○○m以下の場所である。 

計画路線において道路反射鏡の必要な場所を下表に整理する。 

表-○.○ 視距一覧表 

位  置 視  距(m) 備  考 

No○○.○○○ ○○  

No○○.○○○ ○○  

No○○.○○○ ○○  

 

   形式の選定 

    鏡面の曲率半径   設計基準『○○』P○○ 表-○.○ ○○○○より決定する。 

    鏡面数       単路部は一面鏡を使用する。 

    鏡面形状      一面鏡使用箇所は丸形とする。 

    鏡面の大きさ    鏡面の曲率半径、必要な視距、幅員別に設計基準『○○』P○○ 表-○.○ ○○○○より

決定する。 

 

    形式を一覧表に整理する。 

表-○.○ 反射鏡形式一覧表 

位  置 幅員

(m) 

視距(m) 鏡面の曲率半

径(mm) 

鏡面数

(面) 

鏡面形

状 

鏡面の大

きさ(mm) 

備  考 

No○○.○○○ ○ ○○ ○○○○ １ 丸形 φ○○○  

No○○.○○○ 〃 〃 ○○○○ １ 丸形 φ○○○  

No○○.○○○ 〃 〃 ○○○○ １ 丸形 φ○○○  
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8.1.5 視線誘導標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2 管理施設の設計 

8.2.1 管理施設の必要性 

 

 

 

 

8.2.2 道路標識 

 

 8.1.5 視線誘導標 

（例）      農道区間には交通の円滑化と危険防止の意味から視線誘導標を設ける。設置法式は以下による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2 管理施設の設計 

8.2.1 管理施設の必要性 

（例）      管理施設には、1)道路標識、2)マーキング、3)交通信号機などがある。いずれも道路利用者に的確な情報を与

え、安全かつ円滑な交通を確保するうえで必要な施設であり、統一のとれた合理的な設置計画に基づいて設置す

る。 

その場合、公安委員会および道路管理者と事前に協議し、合意の元に実施する。 

 

8.2.2 道路標識 

（例）(1)種類 

          案内標識 

本 標 識     警戒標識 

         規制標識 

         指示標識 

補助標識 
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8.2.3 マーキング 

 

 

 

8.2.4 交通信号機 

 

 (2)設置方式 

（例）      標識の設置方式は次の 4つがあり、設置場所の条件により適切な方式を選定する。 

1)路側式 

2)片持式 

3)門型式 

4)添架式 

 

8.2.3 マーキング 

（例）      運転者の誘導効果と車道の区分を明確にするため路面表示（外側線・中央線）を設置する。外側線は実線・中央

線は破線とし、取付道路等との交差部は交差道路の外側線と接合する。 

 

8.2.4 交通信号機 

(1)設置場所 

（例）        1)車両の交通量が道路構造令 表 9-2に該当するとき（地点感応信号の場合 表 9-3） 

2)自動車等および歩行者の交通量が道路構造令 表 9-4に該当するとき 

3)車両および歩行者双方を交通整理する場合、1)・2)の交通量の 80％以上 

 

表-○.○ 交通信号機設置位置一覧表 

Ｎｏ． 位置 制御の種類 備考 

1 No.○○＋○○.○○○ ○○制御  

2 No.○○＋○○.○○○ △△制御○○式  

： ： ：  

 

(2)信号制御 

（例）      次の 4つの制御方法の中から、道路管理者および公安委員会と事前に協議して決定する。 

1)定周期制御 

2)地点感応制御 

3)系統制御 

4)地域制御 
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第 ９ 章 環境と調和への配慮 

 

 

 

 

基本設計において、環境との調和への配慮に関する概要、検討

内容及びその結果等を記述する。 

 

・「環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画・設計

の手引き」（平成１４年３月１９日付け農村振興局計画部長

及び整備部長通知）を参考に、当該業務で検討した内容等を

具体的に記述する。 

 なお、水理計算、構造計算等の詳細については、前述の該

当する各章に記述するものとする。 

第 ９ 章 環境と調和への配慮 

（例）9.1 計画の概要 

      当該計画路線の計画にあたり、一部区間が自然公園区域であることから、県、市町等の関係機関および自然環境

保護団体の意見・提言を受けながら、「○○事業○○検討委員会」において環境整備構想が策定され、自然と調和し

た景観等に配慮した施設整備を行うことで計画決定されている。 

本業務において、自然環境保護団体と再度協議をおこなった結果、基本計画時に開削する計画区間に○○群落等

の貴重種が分布していることが判明した。このため、現地立入調査（測量・地質調査）を行い、基本計画の再検討

を実施した。 

 

（例）9.2 設計の要点 

      検討結果を以下に示す。 

          1)基本計画ルート全域が、軟弱な崖錘堆積物と風化層で構成されていたため、切土により造成される法

面が崩壊する可能性が高く、落石等の防止のための大規模な法面保護工が必要となる事が判明した。 

           2)基本計画時の路線選定は、縮尺（1/○○○○）の平面図により実施されており、現地踏査結果と相違

している箇所が随所に見られた。山腹の勾配は40度前後あり、詳細な検討を実施すると切土勾配と地

山勾配が一致し、山頂まで薄い層で切り取る必要がある事が判明した。 

         以上のことから、トンネル区間を大幅に増やし、環境対策・線形形状・コスト等に有利となる路線計画を

行った。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       図-○.○ 路線比較図 

      新ルートの計画概要と特徴 

       1)自然公園内を最短ルートで通過する計画として、トンネル区間を当初から大幅に増やした。 

       2)道路勾配を緩やかに計画し、カーブの少ないより安全な線形とした。 

       3)崖錘堆積物の多い谷部の通過を避け、落石等の危険を防止した。 

       4)自然公園内の掘削土量を抑えて、環境保護効果・景観保全効果を高めた。    

 


